
校訓  拓く （英知・創造・愛郷）  
     自主性に富み生き生きと生活する人間 

☆ 学力を身につけた生徒 

☆ 意志の強固な生徒 

☆ 体力の充実した生徒 

☆ 思いやりのある生徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

 

 ３月まであと数日、陽差しが柔らかくなり春めい

てきました。今年度もあとひと月です。 

 ３年生は公立高校の入試が来週に迫りました。

最後の頑張りどころは体調管理かもしれません。今

まで学んだこと、努力してきたことを自信にして、当

日は体調バッチリに力を存分に発揮できることを願

っています。１・２年生も来週は、学年末テストがあ

ります。この１年間の学習をしっかりとふり返り、次

年度につながるよう３月を大事に過ごしてください。 

 

 先日まで北京で冬季オリンピックが開催されてい

ました。新しい競技や種目があり、初めて観たもの

がありました。メディアで取り上げられ話題になると「

にわかファン」が登場します。２年前に日本で開催

されたラグビーのワールドカップでは、流行語大賞

の候補になるほど「にわかファン」という言葉が聞か

れました。昔からのファンは「にわかファン」に否定

的な反応があったように覚えていますが。 

 しかし、とある報道番組で「にわかファン大歓迎」

とインタビューに応えている人がいました。ラグビー

はあまりメジャーではなく、人気もそれほどではあり

ませんでした。野球やサッカーに比べて馴染みが

ない、という感じだったと思います。インタビューで

は、「これを機会にたくさんの人にラグビーを知って

もらい、応援してもらって、ラグビーのファンになっ

てくれたらうれしい」といった意味合いのことを話し

ていました。 

 ちょっとしたきっかけで興味をもち、ファンになっ

ていくことはごく自然なことなのでしょう。興味がわ

いて取り組んでみたらとても好きになったというのは

素敵なことだと思います。もしかしたら人生を決める

出会いになるかもしれません。興味を持つもの、好

きになるものは１つではなく、たくさんあっていいと

思います。 

 ９月の朝会で子どもたちに「夢は見つけるもので

はなく 出会うもの 出会ったときに全力でぶつか

れるよう 技術などを身につけておこう」という言葉

を紹介しました。中学生の今は、夢に向けて準備

の期間ですとお話ししたのですが、興味も夢も見つ

けるのではなく、出会うものだと思います。 

 興味のきっかけは、そこら中に転がっています。

テレビで観た、ネットニュースで目にした、朝読書で

読んだ本に出てきた人物が気になった、友だちと

の会話から曲を知った・・・・・・などなど。面白そうだ

！楽しい！もっと知りたい！などの好奇心がくすぐ

られることやもの、興味のきっかけはたくさんありま

す。興味が沸き立つ出会いの場面を子どもたちに

たくさん作ってあげるのが学校の役割の一つだと、

オリンピックを観ながら考えました。 

 
 

 
 

   

日 曜    行  事  予  定 

１ 火 
全校朝会 進路⑭ 公立高校卒業式 

ノーゲームノーテレビデー①  
 ２ 水  

３ 木 
公立高校学力検査  

学年末テスト①（１～２年）  

４ 金 
公立高校面接学年末テスト②（１～２年）  

４時間授業 

５ 土  

６ 日 

月 

 

７ 月 全校朝会 卒業式練習（卒）①② 橋本先生来校 

８ 火 

 

卒業式練習（全） 

９ 水  

10 木 卒業式練習④（全） 

11 金 三送会  

12 土  

13 日  

14 月 卒業式総練習 前日準備 入選追検査 

15 火 第７５回卒業証書授与式 10:00 

16 水 高校合格発表  橋本先生来校 

17 木 年度末業務① 

18 金 年度末業務② 小学校卒業式 

19 土  

20 日  

21 月 春分の日 

22 火 年度末業務③ 

ル⑨ 23 水 学期末業務④ 職員会議⑮ 

 職員会議 24 木 令和３年度修了式・離任式  

25 金 年度末休業～３１日まで 

26 土  

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

31 木  

令和３年度   令和４年２月２5 日（金） 

 ＮＯ．１１   釧路町立昆布森中学校 
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興味がわく出会いを 

         校長 濱 田 有 子 



 
 

 
２月２日（水）４

校時に生徒に事前
に知らせることな
く、無通告で冬季
避難訓練（地震対
策）を実施しまし
た。災害はいつ何
時も発生するので、
そのための対処が
しっかりできるこ
とと防寒するとい
う意識をきちんと
持っていることが
大切です。 
スクールバスで

通学する生徒が多
い本校では、すぐ
に乗り降りできる
ため、冬でも軽装
で登校している傾
向があります。 
津波の場合、小

学校の裏山に避難
したとき、１時間

以上は寒空の下にいることになります。軽装で避
難すれば簡単に凍えてしまいます。この時期の避
難を考えてもらうため、冬季避難訓練を行ってい
ます。 

 

 
延期になっていた「い

じめ根絶子ども会議」が
２月２２日（火）に開催
されました。今年度は事
前に町内での各学校の

「いじめ」に関しての取組をま
とめ、ＺＯＯＭで注目点や疑問
点を協議し合う形で行われま
した。 
本校からは生徒会長である

冨田陸叶くんが参加し、自分が
日常で考える「いじめ根絶」の
ための方法を発表し、町内の小
中学生でできることを交流・協
議しました。 

 
 
 

２月１０日（木）スク
ールカウンセラーの浅
井先生が来校され、１
年生で４校時に授業が
行われました。この授
業の中では、「今より良
くなるために」「ストレ
スと上手に付き合うた
めに」がテーマでした。
困難にあった時に自分
の武器になるものは何
なのか？「現在学校生
活を送っている上で困
っている問題は何だろ
うか？」を各自が考え、
「今より良くなるため
には、何が必要になる
か！」を話題の中心に
してワークシートに記
入しながら、授業が進
められていきました。
学校生活を上手に送っ

ていく上でのヒントになってくれれば良いと思
いました。浅井先生ありがとうございました。 

２月１７日（木）「新入
生体験入学・保護者説明
会」が開催されました。オ
ミクロン株の影響で全道
でも感染者数が連日２０
００名を越えているため、
例年行われている部活動
見学会は行わず、校長の
あいさつの後、児童たち
は中１～中３の授業を観
ました。その後、理科の体

験授業へ、保護者の方々にも参観をしていただき
ました。 
中学校で使用する２種類の指示薬を使った実

験で保護者の方々も興味津々に参加していまし
た。その後、上靴やジャージのサイズ合わせを行
い、続いて学校側からは学習や生活についての諸
注意をお話しました。保護者の方々も児童の皆さ
んもお疲れさまでした。 

 

 
 
 

２０２２年２月現
在全国で第６波を迎
えており、新型コロ
ナウィルス感染症の
新規感染者が北海道
でも増加しています。
オミクロン株による
感染ではこれまでと
どう違うか？ 新型
コロナでは、感染し

てから発症するまで約５日（潜伏期）と言われて
いました。オミクロン株ではこの潜伏期が従来よ
りも短くなっています。 
風邪に似た５つの症状が出るらしく注意が必

要です。鼻水・頭痛・疲労感・くしゃみ・のど
の痛みが出た時には、オミクロン株への感染を
疑うべきだと思います。仕事や学校を休むなど
の適切な対応が自らにも、周囲の人たちへも良
いことだと思います。私たちは感染防止に努め
る以外には方法はなく、これまで同様に、うが
い・手洗い・マスク着用を継続しましょう。 
また、感染症を予防するためには、体の抵抗

力を高めるため、適度な運動、バランスの取れ
た食事、休養及び睡眠など調和の取れた生活を
続けることが有効であると言われています。今
一度、自覚を持って生活しましょう。 
 

 
 

３年生の受験はま
もなくですが、自ら
の進路を真剣に考え
てもらうために、１，
２年生を対象に学習
相談を行いました。 
時間は１５：３０

から１６：００で、
２月７，８日、１４，
１５日で行いました。
日常の学習状況を観

察し、応援してあげたい生徒に声を
かけて行いました。担当となる５人
の先生で分担しての実施でした。主
に５教科の勉強の仕方をアドバイ
スしてもらいました。 


